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	第２回LFP＋全国セミナー　商談会・相談会
	持続可能な食料システム構築に向けた
	無料
	100
	2026
	13:00~17:00
	(受付12:30~)
	特別講演
	出口戦略から逆算する
	商品開発・販路開拓
	特別セッション・質疑応答
	地域から“売れる”を生み出す、地域連携の実践
	商談会・相談会 同時開催!
	多彩な30事業者が出展！



	10.30
	プログラム

	PROGRAM
	13:00
	13:05
	13:10
	～YFPの実践に学ぶ、
	　売り先を見据えた商品づくりと商談の進め方～
	常務理事・主席研究員（事業・研究統括）

	13:55
	14:20
	14:30
	17:00
	～山形県の事例から紐解く、
	　商品づくりと販路への挑戦～
	13:20
	13:50

	商談会・相談会

	BUSINESS MEETINGS & CONSULTATIONS
	　セミナー終了後、そのまま続けて同じフロア内で商談会・相談会を実施します。
	　商談会・相談会では、地域コンソーシアムやLFP＋構成員が開発・販売する商品等について、バイヤーの皆様と商談・相談いただけます。
	　また、商品内容や価格、ロット、パッケージ、販売方法等について意見交換を行いながら、商品のブラッシュアップや今後の販路開拓につなげていきます。
	　新たな販路との接点を生み出し、今後の販路開拓や継続的な連携につながる機会を目指します。
	「地域食料システム構築・連携推進プラットフォーム」とは？
	　本プラットフォームは、地域の持続可能な食料システムの構築に取り組む多様な関係者が連携・参画する場です。
	　具体的には農林漁業者や食品等製造事業者をはじめ、地方公共団体、食品関連団体、金融機関、大学・研究機関などの関係者が参画し、それぞれの立場から地域の食品産業の振興に取り組みます。
	　また、地域における持続可能な食料システムの構築に向け具体的な活動を促進する「地域コンソーシアム」も、プラットフォームの一員として位置づけられており、各地域の実情に応じた実践的な取組を進めます。
	　このように、多様な主体が連携することで、
	「持続可能な地域の食品産業の構築」を目指します。
	入会メリット



